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モンテッソーリ教育におけるWriting 指導を活かした
小学校外国語科「書くこと」の指導と課題
福原　史子※
Utilizing Montessori Practice in Language Writing
for Elementary School English Education
Fumiko Fukuhara
　The purposes of this study are to examine the movement toward English as a 
compulsory subject for fifth and sixth grades focusing on writing, and find ways of 
improving the English writing skills of students in accordance with their developmental 
stage.  Following the revised guidelines in 2017, print upper-case letters are introduced 
in the third grade and print lower-case letters are introduced in the fourth grade. In 
the fifth grade, when the students are familiar with letters, they learn how to write 
upper-case letters first and then lower-case letters.  Eventually they learn to transcribe 
letters, words, phrases and sentences depending on the purposes and situations. On the 
other hand, in the Montessori environment, children work with various activities using 
hand and mind before learning how to write with a pencil.  Once the children hold 
pencils, they can easily write letters because they have developed hand writing skills 
through a lot of daily or sensorial activities.  There are also many language materials 
helping them improve their abilities for writing.  This study considered if these language 
materials and guiding methods for English native speakers from years three to six in 
Montessori schools could be utilized for elementary school students learning English as a 
foreign language in Japan.  In addition, this study suggests “control of error”, one of the 
significant theories of Montessori education, should be applied to promote the students’ 
independent and self-directed learning.
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はじめに
　2020 年度から全面実施される小学校学
習指導要領においては、3 年生から外国語
活動が始まり、5 年生からは外国語科とし
て教科化される。2018 年度と 2019 年度は
移行期間が設けられ、中学年で年間 15 時
間、高学年で年間 50 時間の外国語活動が
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が強く関係するという4）。畑江（2017）は
系統だった小学校での文字指導の重要性を
述べ、DVD「アルファベットの大文字・
小文字を覚えよう」を作成し、大文字から
小文字への歴史的な背景を利用して子ども
たちが自ら手と頭を使い、大文字と小文字
を同時に、しかも自分の力で習得していく
効果を実証している5）。小学校における「読
むこと」「書くこと」の重要性が示されて
いるのである。一方で、何度も繰り返し書
かせたり、正確さを過度に求めたりする教
え込みの指導による、小学校からの英語嫌
いをつくる可能性も危惧されている6）。
　モンテッソーリ教育においては、「手」
を使った活動が重視され、言語教育につい
て幼い頃から子どもの知的好奇心に対応し
た系統的な言語環境が整えられ、支援がな
されている。特に「書くこと」の指導は、「読
むこと」に先駆けて行うというユニークな
流れが示され、アルファベットを子どもた
ちが書けるようになるための、具体的、系
統的な教具・教材と指導方法が示されてい
る7）。加えて「Control of Error（誤りの調
整）」を自分ですることはモンテッソーリ
教育理論の柱の一つでもあり、自律した学
習への一歩でもある。豊かな言語環境の中
で、自分の思いや考えを「書いて伝える」
楽しさを充分に実感できるような配慮がな
されている8）。
　そこで、本論文では、小学校高学年にお
ける外国語科の「書くこと」に焦点を当て、
次期小学校学習指導要領の「書くこと」指
導の在り方を明確にする。他方で、アメリ
カのモンテッソーリ教育における Writing
のための教具と指導方法を明確にする。そ
の上で、アメリカ（英語圏）における英語
母語話者の子どもたちへの英語指導方法
が、日本の小学校における外国語としての
英語指導に活かせるかどうか検討する。研
究目的は、小学校外国語科において「書く
実施される。現在、英語教育の充実とより
よい指導の在り方が問われている。
　小学校の英語教育については、2011 年
度よりすでに 5・6 年生で年間 35 時間（週
1 コマ）の外国語活動が領域として必修化
されている。現行学習指導要領では、体験
的に「聞くこと」や「話すこと」を通して、
音声や表現に慣れ親しむことを目標として
いる1）。これに対して、次期学習指導要領
では、3 年生から、英語への動機付けを高
めるため、「聞くこと」「話すこと」を中心
とした外国語活動を通じて、言語や文化に
ついての体験的理解や、音声等への慣れ親
しみ等を発達段階に適した形で養い、5 年
生から「読むこと」「書くこと」を加えた
4 技能への積極的な態度の育成を含めたコ
ミュニケーション能力の基礎を養うことと
なる2）。
　文部科学省（2015　以下文科省と略す）
の『平成 26 年度小学校外国語活動実施状
況調査』では、「小学校の英語の授業で学
んだことの中で、中学校の英語の授業で役
に立ったことはあるか」という問いに対
し、中学１年生の 88.8％が「アルファベッ
トを読むこと」、83.9％が「アルファベッ
トを書くこと」と回答している。また、「小
学校の外国語活動でもっと学習しておきた
かったこと」という問いに対しては、中
学１年生の 80.1％が「英単語を読むこと」、
83.7％が「英単語を書くこと」と回答して
いる3）。このことから、小学校高学年にお
いて「読むこと」や「書くこと」への興味・
関心が高いことが示唆される。
　アレン玉井（2010）は、アルファベット
の学習について、大文字、小文字に拘わら
ず、複数の文字を早く正確に処理する練習
を十分にするべきで、特に小文字の習得は
難しいので、時間をかけるべきだと述べて
いる。加えて、単語のスペルが理解できる
ためには、大文字よりも小文字の認識能力
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読めるようになると、同じ単語・語句・文
を書き写したりする活動を始める。よく
知っている単語の中の文字をなぞり書きす
ることで、単語に慣れ親しむようにする。
　また、『Hi, friends!』で扱った語句やイ
ラストに対応している『Hi, friends! Plus』
のワークシートを使い、繰り返し練習する
ことで、文字や単語への認識を高めること
もできるとしている。その際には、文字や
英単語をただ単に繰り返し書く活動を行う
のではなく、文字を書きたくなる場面設定
を行い、文字を書く活動に児童が意欲的に
取り組めるように工夫していく必要があ
る。文字の線の長さや高さ等について、迷
わず、正しく書くことができるようにする
ためには、4 線を引いたワークシートを使
用するとよいと述べている。
　さらに「書くこと」の活動例として 1）
単語を意識させる活動、2）語順への気付
きを促す活動、3）英語の文字を「書き写す」
活動、の三つを取り上げて指導の在り方に
言及している。
（１）単語を意識させる活動
　『Hi, friends! Plus』のデジタル教材を使っ
て、ネイティブ・スピーカーの音声と共に、
英語の文字の認識を深め、ワークシートを
使って、文字をまとめて書いたり、単語の
中の文字をなぞり書きしたりすることで、
単語に慣れ親しむようにする。
（２）語順への気付きを促す活動
　英文を書くことができるようになるには、
文字の認識を図った上で、単語を知る、そ
の綴りが分かる、語順が分かることなどが
必要であることから、日本語と違う英語の
語順への気付きを起こさせる指導も行うと
よいと述べてある。デジタル教材の使用に
より、そうした活動が可能とのことである。
（３）英語の文字を「書き写す」活動
　自分の紹介したい場所について、ポス
ターを作る活動を設定することが例示され
こと」の指導の充実を図るために、以下の
3 点を明らかにすることである。
（１） 小学校外国語科における「書くこと」
の目標及び文科省の示す指導の在り方
（２） モンテッソーリ教育における Writing
のための系統的な教具・教材と指導
方法
（３） モンテッソーリ教育の Writing 指導
を活かした外国語科「書くこと」の
指導と課題
研究方法
　小学校高学年における外国語科の「書く
こと」に焦点を当て、次期小学校学習指導
要領及び 2017 年 6 月に文科省のウェブサ
イトにアップロードされた『外国語・外国
語活動指導ガイドブック』をもとに、「書
くこと」の指導の在り方を探る。
　モンテッソーリ教育の言語領域につい
ては、筆者がアメリカのオハイオ州にあ
る Ohio Montessori Training Institute に
おいて 1998 年 9 月から 1999 年 5 月まで国
際モンテッソーリデュプロマ取得のトレー
ニングを受けた際に作成した「Language 
Album」をもとに、モンテッソーリ教育
における Writing のための教具と指導方法
を探る。
結果及び考察
次期小学校学習指導要領における外国語科
の「書くこと」の指導
　文科省の「外国語・外国語活動研修ガイ
ドブック―実践編―」によると9）、「書く」
活動を導入するメリットとして、児童が十
分に外国語の音声に慣れ、文字に興味を持
ち始めると、文字を「書きたい」という思
いを持つようになり、児童の知的欲求に合
致し、文法事項の理解を含んだ中学校外国
語教育へつながることが述べられている。
　音声で慣れ親しんだ単語や身近な単語が
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識しながら簡単な語句や基本的な表現の例
から選んで書くことができるようにする。
最終的には、中学校や将来の夢について、
例を参考に情報を補ってスピーチの原稿を
完成させる活動をする13）。
　活字体の大文字の識別と読み方への慣れ
親しみから始まり、活字体の小文字、続い
て活字体の大文字の音と書き方、活字体の
小文字の音と書き方を習得し、目的、場面、
状況等に応じて語と語の区切れに気を付け
たり、語順を意識したりしながら書き写す
流れとなっている。５、６年生においては
全ての単元において「書く」活動が目標の
一つとして加わっている。
モンテッソーリ教育の言語領域における
Writing（書くこと）の教具と指導法
モンテッソーリ教育と五つの領域　モン
テッソーリ教育とは、イタリアの女性で医
学博士であるマリア・モンテッソーリ（1870
−1952）が始めた教育である。モンテッ
ソーリは、子どもには生まれながらに自ら
成長発達する自然のプログラムと力が備
わっており、適切な環境と援助が与えられ
るならば自分自身で積極的に成長を遂げる
存在であることを発見した。子どもを一人
の人格的存在として尊重する教育法は世界
に大きな影響を与え、その卓越性は、今日、
国際的に再認識されている。幼児の心身の
内部的な発達要求に応じつつ、「準備され
た環境（prepared environment）」の中で
一人一人の子ども独自の創造性と喜びに
満ちた活動が、「日常生活（Practical life 
Area）」「感覚 （Sensorial Area）」「数 （Math 
Area）」「 言 語 （Language Area）」「 文 化 
（Cultural Area）」の各領域として展開さ
れている。例えば、幼児は自分の身体を使っ
て活動し、自分の思い通りに身体や指先を
動かし活動したいという強い欲求を持って
いる。そこで「日常生活の練習」では、子
ている。場所の名前を英語で ALT に書い
てもらい、それを書き写す活動や、“You 
can 〜”と、そこでできることを文章で書
く活動を設定し、日本語との語順の違いや
単語と単語の間のスペースに気付くように
なることが求められている。
　具体的な教材としては、小学校の新たな
外国語教育における新教材の年間指導計画
例（案）によると、3 年生の「ALPHABET 
アルファベットとなかよし」の単元におい
て、「身の回りには活字体の大文字で表さ
れているものがたくさんあることに気付
き、活字体の大文字を識別し、文字の読み
方に慣れ親しむ」ことが目標とされている
10）。4 年生では、「Alphabet　アルファベッ
トで文字遊びをしよう」の単元において「活
字体の小文字を識別し、文字の読み方に慣
れ親しむ」ことが目標とされている11）。つ
まり、3 年生で「活字体の大文字」を、4
年生で「活字体の小文字」を識別し、読み
方に慣れ親しむこととなる。
　5 年生では、まず「活字体の大文字」の
書き方が分かり、続いて「活字体の小文字」
の書き方が分かるようになる。同時に文字
の音に慣れ親しむ。その後、文字には読み
方のほかに音があることに気付き、文字の
音が分かるようになる。そして、音声で十
分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表
現で書かれたものの意味が分かり、相手に
伝える目的を持って例を参考に書き写すこ
とができるようになる。5 年生最後の単元
「Who is your hero? あこがれの人」では、
例文を参考に語と語の区切りに注意して、
ある人を紹介している簡単な語句や基本的
な表現を書き写す活動をする12）。
　6 年生では、「自己紹介」「日本の文化」「日
本や世界で活躍する人物」「自分が住む地
域についての良さや願い」「夏休みの思い
出」「オリンピックやスポーツの競技名や
国名」「学校行事」等について、語順を意
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声の抑揚を加減することが問題である。し
たがって読むことは抽象的知的教養の一部
で、思想の文字への解釈の一部、書くこと
よりも後に獲得されると述べている17）。つ
まりモンテッソーリ教育においては、「読
むこと」よりも「書くこと」が先に指導さ
れるのである。
Writing に 至 る ま で の 活 動 と 指 導 方 法
－ Language Album（1999 年 Ohio 
Montessori Training Institute にて筆者作
成）より　Writing ができるようになるため
には、1）Mental Preparation （心の準備）、2）
Rich Vocabulary（豊かな語彙）、3）Ability 
to Analyze Sounds in Words（語句の中の
音を分析する力）、4）Indirect Preparation（間
接準備）、5）Direct Preparation（直接準備）
といった五つの異なる要素が必要であるとモ
ンテッソーリは述べている18）。そこで、筆者
がモンテッソーリ教師トレーニングを受け
た際に作成した「Language Album」をも
とに、系統的な教材・教具を整理して述べ
たい。
（１）Mental Preparation（心の準備）
　まず、自分の考えを明確にし、論理的な
思考ができるように、精神が秩序立ってい
なければならない。そのために、日常生活
の領域における論理的な順序を持つ活動
や、感覚領域における分類整理する活動に
よって心の準備をすることが重要である。
（２）Rich Vocabulary（豊かな語彙）
　自分の考えを表現するためには、幅広い
語彙が必要である。これは、言語領域の
「Spoken Language（話し言葉）」の分野
の活動を通して養われる。
（３）Ability to Analyze Sounds in Words
（語句の中の音を分析する力）
　考えを書くためには、語句の中の音を分
析する力が必要である。この力は「Sound 
Game（音遊び）」の活動や「I Spy」等の
ゲームで養われる。これらのゲームは、語
どもが自由に教材を選び、好きなだけ活動
を繰り返すことにより、一人でできるよう
になるよう援助される。同様に、「感覚教育」
では幼児の視覚、聴覚、触覚、嗅覚、味覚
に訴えながら感覚教具によって感覚器官を
洗練することが目指され、幼児の人格の基
礎をなす心身の秩序感を形成するための援
助が行われるのである14）。
音声言語から文字言語への系統的な指導　
モンテッソーリ教育の「言語教育」は、幼
児期から系統だった文字指導がなされると
ころに特徴がある。モンテッソーリは、「書
く」ことを次のように分析している。
（１） 第 1 段階：筆記具を持ち、使用する
のに必要な筋肉のメカニズムを発達
させる練習
（２） 第 2 段階：書き方に必要な運動の筋
肉記憶を確立する練習
（３） 第 3 段階：文字を組み合わせて単語
を構成する言葉の構成の練習
　このように幼児期の感覚や運動のコント
ロール能力の発達に合わせ、次々に段階を
追って教具・教材が準備されている15）。日
常生活の練習の領域や感覚の領域の多様な
活動を通して、上述の第 1・２段階である
「手」の練習が日常的かつ間接的になされ
て筆記用具が自然に使えるようになり、加
えて第 3 段階の音声と文字の一致を発見
し、その文字の組み合わせで単語が構成さ
れることを知った子どもたちは、「書くこ
と」に大きな喜びを得て、何度も繰り返し
書くようになる。「書くことの爆発」と言
われる現象が起こるのである16）。
　モンテッソーリは、『子どもの発見』の
中で、幼児期には筋肉感覚が特別に強く発
達しているので書くことは子どもにとって
簡単だと述べている。しかし、読むことは
同じではなく、かなり長い時間を要し、知
的発達のより高い段階を必要とする。言葉
の意味を理解するためには、記号を解釈し、
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誰かの背中に指で書いたり、空書きしたり、
水やチョークで外に書いたりしながら文字
に慣れ親しんでいく。
　このように、鉛筆を持って実際に書くま
でに、長いプロセスを経ていくこともモン
テッソーリ教育の言語領域の特徴である。
図１　Metal Insets（メタルインセッツ）
Nienhuis 社製　2017 年 9 月 30 日筆者撮影
Writing のための教具・教材と指導方法－
Language Album（1999 年 Ohio Montessori 
Training Institute にて筆者作成より）－　
Writing に至るまでの多くの活動を経て、
鉛筆を持って書くための力と、表現したい
自らの思いや考えを持つことができるよう
になった子どもたちは、いよいよ Writing 
のための教具・教材に出会うことになる。
まず、Movable Alphabets（移動アルファ
ベット）を用いて書く（図２）。アルファ
ベットの小文字が一文字一文字切り抜いて
あり、各文字が複数枚ずつ箱の中に入って
いる教具である。実際に鉛筆を持って書く
のではなく、小文字を並べて意味のある言
葉を作っていく。One Word （一語）から
始まり、その後、形容詞と名詞を組み合わ
せて Phrase（句）を書き、Sentence（文）
が書けるようになっていく。さらに、紙に
印刷されている小さい Movable Alphabets
を使用して、Stories（お話）を書いてい
く子どももいる。自分のアイデアを文字で
表すことに意味があるので、綴りの間違い
を教師が指摘することは全くない。
句の最初の音を意識して聞いたり、最後の
音や中間の音に焦点を当てて意識して聞い
たりする活動である。聞いて音を分析する
力がつくと、それらの音が視覚的に表す
形（アルファベット）を認識していく。さ
らに、Sand Paper Letters（砂文字板）や
Movable Alphabets（移動アルファベット）
等の教具（詳しくは後述する）を用いて音
と文字とを対応させることができるように
なる。　
（４）Indirect Preparation（間接準備）
　一般の多くの学校では、書く能力を養う
ために、紙の上に鉛筆で書く練習を何度も
何度も繰り返し行っている。それに反して、
モンテッソーリ教育においては、子どもた
ちが鉛筆を持って書く練習をするのは最後
の段階である。それまでに、子どもたちは
書くための間接準備の機会を多く持つ。モ
ンテッソーリスクールに入園して何日も経
たないうちに、手を動かしたり使ったりす
る活動を始める。例えば、豆をつまんだり、
ボタンをはめたり、パズルのピースを指先
でつまんだりする活動である。その上で、
最終の間接準備として Metal Insets（メタ
ルインセッツ）（図１）という教具がある。
図 1 の中から自分が好きな幾何図形を一つ
選び、色鉛筆で図形の形をなぞったり、図
形の中に線を書いたりする活動である。こ
の活動によって、それぞれの形の違いや、
枠線を意識しながら、鉛筆を持って書くた
めの準備ができていくのである。
（５）Direct Preparation（直接準備）
　Sandpaper Letters（砂文字板）は、板
の上にサンドペーパーでアルファベットの
小文字が 1 文字ずつ貼ってある板である。
母音は青色の板の上に、子音はピンク色の
板の上にそれぞれ貼ってある。この教具を
使って、子どもたちは視覚と触覚（感触）
を用いて、音と文字の形を結び付けていく。
その後、砂（または塩）に文字を書いたり、
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で書く。その際、まずは母音（a e i o u ）
から始める。
（５）Chalk Board with Four Line Spacing
（4 線の黒板）（巻末資料 2）
　同様にして、4 線のある黒板の上に書く。
その際、いろいろな納まり方をする文字を
経験する。
（６）Green Boards（緑の板）
　文字の書き始めに焦点を当て、8 種類に
分類された文字（巻末資料２）をなぞる。
その際、どこから書き始めるかを強調する。
（７）Sorting the Sandpaper Box Focusing 
on Initial Stroke（文字の書き始めによっ
て砂文字を分類する活動）
　砂文字のアルファベットの小文字 26 枚
の板を、書き始めの鉛筆の動かし方が同じ
かどうかに焦点を当てて分類する。
（８）Lined Mat with Equal Spaces（等間
隔の線のあるマット）
　等間隔に線が刺繍されているマットの上
に、Movable Alphabets を並べていき、ど
のように線の上に文字が納まるかを考えて
いく。 発 展 的に、マットの上に Movable 
Alphabets で文を書いていく活動もできる。
（９）Lined Mat with Four Lines of Equal 
Distance（4 線の刺繍されているマット）
　4 線が刺繍されているマットの上に、
Movable Alphabets を並べていき、どの
ように線の上に文字が納まるかを考えて
いく。その際、まず 4 線の中央の 2 線に
納まる文字を見つけて並べていく活動を
する。「a c e m n o r s u v w x 」が該当
する。次に、上から 3 線に納まる文字を
見つけて並べる。「b d h k l i 」が該当す
る。続いて上から 4 線全てを使う文字を
見つけて並べる。「f j」が該当する。最後に、
下部の 3 線に接する文字を並べる。「g p q 
y z」が該当する。以上で、全ての文字がマッ
トの上に並べられたことになる。発展的
に、4 線上の文字の位置に注意を向けなが
　Movable Alphabets を用いて表現する喜
びを実感した子どもたちには、その活動に
並行して、書く活動を補完する一連の教具・
教材である Mechanics of Writing（巻末資
料１〜３）で実際に文字を書く練習をする。
（１）Tracing on the Table（テーブルの上
で）
　Sandpaper Letters（砂文字板）で一文
字なぞり、同じ文字をテーブルの上に指で
書いてみる。
（２）Sand Tray（砂）
　同様に、Sandpaper Letters で一文字な
ぞり、同じ文字を容器に入った砂または塩
の上に指で書く（容器を左右に振って砂を
均すと何度でも練習できる）。
（３）Unlined Chalk Board（ラインのない
黒板）
　同様に、Sandpaper Letters で一文字な
ぞり、ラインのない黒板（またはホワイト
ボード）の上にチョーク（またはペン）で
書く。
（４）Chalk Board with Equidistant Lines
（等間隔の線のある黒板）（巻末資料 1）
　同様に、Sandpaper Letters で一文字な
ぞり、等間隔の線のある黒板（またはホワ
イトボードの上にチョーク（またはペン）
図２　Movable Alphabets（移動アルファベット）
1999 年筆者作成　Language Album より
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と、モンテッソーリ教育の言語領域におけ
る教具・教材及び指導法を比較し、共通点
と相違点から、小学校外国語科の「書くこ
と」の効果的な指導法を探りたい。
書くまでの指導について　モンテッソーリ
教育の言語領域の適応年齢は英語を母語と
する環境における 3 歳から 6 歳までの子ど
もたちである。したがって、発達段階や日
常の生活経験、学習経験が、外国語として
英語を学ぶ日本の小学生と異なることは言
うまでもない。
　日本の小学 3 年生は、すでに母語におい
て、平仮名、片仮名、漢字を学年に応じて
学んでおり、鉛筆を持って日本語の文字
を書くことは問題なくできている。そこ
で、本研究において対象とすべき教具・教
材 は Sandpaper Letters ま た は Movable 
Alphabets 以後の直接的に「書く」力を養
う教具であると考える。
　書く活動を始めるタイミングとして、子ど
もたちが十分にその言語の音声に慣れ、文
字に興味を持ち始めること、その上で、音
声で慣れ親しんだ単語や身近な単語を書く
ことを始めることは、母語でも外国語でも
共通している。3 年生から始まる外国語活
動では、外国語の音声や基本的な表現に慣
れ親しむ活動をしっかりと積むことになる。
　一方、書くためには、語句の中の音を分
析する力が求められる。「p からはじまる
ものは何でしょう」「pen」「pig」「pudding」
や、「n で終わるものはなにでしょう」「pen」
「pin」「can」など、楽しみながら音を分析
する力が養えるゲーム（Sound Game　音
遊び）は、是非取り入れたい。並行して、
新教材で 5 年生で扱う「文字（アルファベッ
ト）の音に慣れ親しむ」活動は 3 年生から
でもできると考える。モンテッソーリの言
語教育では、アルファベットの「読み方」
よりも、「音」を先に知らせる点が異なっ
ている。どちらを先に扱えば効果的かにつ
ら単語や句、文を書いていくよう子ども
たちに促す。
（10）紙の上に書く（巻末資料３）
　ライン上のどの位置に文字が納まるのか
について、考えたり何度も試したりできる
ように、Movable Alphabets を用いた活
動を充分に行った後に、最後に紙と鉛筆が
与えられる。この段階では、子どもたちは
正しい位置に文字が書けるようになってい
る。用紙は①線のない大きめの白紙、②イ
ラストが描けるように上部が白紙で第 2 線
と第 3 線の間が薄い青色で塗られた用紙、
③第 2 線と第 3 線の間が薄い青色で塗られ
た細長い用紙、④ 4 線の引かれた用紙、の
4 種類あり、子どもの習得状況や活動目的
に応じて自由に選んで書くことができるよ
うになっている。
　以上のように教具・教材が系統的に準備
されているが、実践においては、子どもた
ちの書きたい気持ちや、手の巧緻性、興味
や関心、理解度等の個人差に応じて使い分
けることが重要で、必ずしも全ての子ども
たちが、（１）から（10）の順に全て一通
り練習する必要はない。型通りに練習させ
ようとすると、かえって子どもたちの意欲
を損ねることになるからである。日頃から
子どもたちをよく観察し、教具・教材の特
徴をよく理解して、適時に、適度な負荷の
かかる活動を促すことが求めらる。また、
多様な教材や書くための用紙を準備してお
くことにより、子どもたち自ら選ぶことが
可能となり、自身で到達度を把握し、すべ
きことを見つける自律した学習へとつなが
るポイントとなる。
考察：モンテッソーリ教育の Writing の指
導を活かした小学校外国語科の「書くこと」
の効果的な指導と課題
　次期学習指導要領及び 2018 年度から 2
年間の移行期間に対応した文科省の新教材
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ことができると考える。
（２）大文字と小文字
　モンテッソーリの言語教育においては、
大文字よりも小文字を先に、長い時間かけ
て習得できるような支援をする。言語教
具である Sandpaper Letters も Movable 
Alphabets もすべて小文字である。小文字
のみを用いて語句や文を書く活動を長い間
かけて行った後で、初めて大文字が紹介さ
れ、そこで初めて文頭は大文字を用いるこ
とを伝えられる。一方で、外国語活動にお
いても外国語科においても、最初に扱うの
は大文字である。子どもたちの身の回りに
は大文字の方が多くあり、馴染みやすいと
の理由からだと考えられるが、大文字から
始めるのか、小文字から始めるのか、前述
したアルファベットの「読み方」から始め
るのか「音」から始めるのか、議論が分か
れるところである。モンテッソーリの言語
教育の流れに従うと、「小文字」の「音」
から始め、その習得に時間をかける方が、
「書くこと」の技能の習得がより円滑にで
きると考える。この点についても、今後検
証していく必要がある。
（３）活字体と筆記体
　モンテッソ リーの言語教育では、Writing に
は筆記体が用いられる。Sandpaper Letters
も Movable Alphabets もWriting のための
教具は全て筆記体である。これまで述べて
きた通り、鉛筆を持って書く前に、日常生活
の練習や感覚教育において様々な手や指を
動かす活動をしてきており、日常生活におけ
る多くの動作は直線よりも曲線的な動きが多
く、それゆえに筆記体の方が書きやすいと
言える。しかし、Association Montessori 
International（AMI 国際モンテッソーリ
協会）のトレーニングでは筆記体が用い
られるのに対して、American Montessori 
Society（AMS アメリカモンテッソーリ協
会）のトレーニングは活字体が用いられて
いては、今後の検証が求められる。
　英語圏では、英語の文字とそれに対応す
る音との関係を教えるフォニックス指導
と、その反対に、自然な環境の中で文脈を
通して言葉を提示していくホール・ラン
ゲージ指導との間で、どちらが優れた指導
法であるか議論されてきた。実際はどちら
も大切で、うまく統合させた指導が求めら
れている19）。日本の小学校における外国語
教育においては、まず音声で十分に慣れ親
しみ、次に文字と音の関係をフォニックス
指導により身に付け、子どもたちがある程
度の文字を読んだり書いたりできるように
なれば、内容の理解を促す活動つまりホー
ル・ランゲージ指導に移るとよいのではな
いかと考える。モンテッソーリの言語教育
も同様の流れである。
書くことの指導について
（１）「書くこと」と「読むこと」
　モンテッソーリは、「読むとは文字記号
の助けによっての思想の解釈」であり、「子
どもが書かれた文句から何の意思伝達を
も受け取らないうちはまだ読みもしない」
と述べ20）、「書くこと」よりも「読むこと」
の方が難しいと主張している。そのため、
自らの思いや考えを伝える「書くこと」を
先にすべきだとしている。ただし、導入は
「書くこと」が先であっても、その後「読
むこと」を学んだ子どもたちは、どちらも
平行して力を伸ばしていくとともに、「読
むこと」によって自分が実際に経験したこ
とがない世界のこと、宇宙のことまでも想
像力を働かせて理解する抽象的な思考がで
きるようになっていく。
　小学校高学年の発達段階では、幼児とは
異なりすでに抽象的思考が可能であること
から、「書くこと」と「読むこと」のどち
らが先かの議論ではなく、新教材の年間指
導計画例（案）にも見られるように、「読
んだり」「書き写したり」を同時期にする
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つまり子どもたちが、「書きたい」「書いて
みよう」と思える環境を創り出す指導者の
在り方が問われているのである。小学校外
国語教育における「書くこと」の指導が、
子どもの必要感から始まり、子どもの発達
によい影響を及ぼすよう、今後の研究が求
められる。
（６）誤りの調整について
　アレン玉井（2010）は、Writing について、
学習者自身が自分の力を明確に実感するこ
とができる大切な活動だと述べている。こ
れまで自身が無意識に蓄えていた知識を改
めて意識しながら、使い、時には間違え、
それを自ら気付いて訂正していく。こうし
て無意識に蓄積していた知識を意識化し、
活用することにより言語学習は推進される
という22）。
　新しい言語を習得する過程において、「誤
り」は必ず起こる。音声言語ならばそれ
ほど気にならなくとも、文字言語（「書い
た」もの）はどうしても形に残るため、教
師は見過ごし難く、つい子どもの誤りを直
接的に訂正してしまう。形に残るからこそ
得られる子どもの達成感と目に見える誤り
の指導について、教師の明確な意思が求め
られる。Control of Error の考え方は、最
も重要なモンテッソーリの理論の一つで
ある23）。習得の過程で必ず発生する間違い
やミスについては、他人から指摘されるの
ではなく自分自身で気付いて調整するもの
である。日常生活の練習で、豆や水をこぼ
したら拭けばよいことを、パズルのピース
を間違えて入れたら、最後にピースが余っ
てしまうので、そこで誤りに気付いて直せ
ばよいことを子どもたちはすでに知ってい
る。このような Control of Error を組み入
れた教具・教材や活動を設定しているので
ある。このことは外国語教育にも当てはめ
なければならないと考える。外国語科の指
導においては、指導案を立てる際に、どこ
いる。筆記体の習得は子どもにとって有益
なことなのか、それとも負担であるのか、
検証しなければならない点である。
（４）系統的な文字指導と練習用紙
　鉛筆を持って4 線に書く前に、モンテッソー
リの言語教育では、Movable Alphabets を
用いて4 線のどこにその文字が位置するのか
探る活動や、語句を作る（書く）活動がある。
同じ文字を何個も切り抜いて準備するのは難
しいが、同様の活動を ICT を用いて画面上
で操作することは可能だと考える。文字に親
しめる活動になるであろう。その後、実際に
鉛筆を持って 4 線に書くと、円滑に行える
のではなかろうか。その際も、モンテッソー
リの環境に、様々な種類の用紙が準備され
ていたように、教室環境においても、子ど
もたち一人一人のレベルや書く目的に応じ
た用紙を準備しておいて、それを子どもた
ち自身が選べるとよい。自分に適した用紙
を自ら選ぶことにより、「書く活動」にさ
らに意欲的になるのではないかと考える。
（５）書くための場面・状況・目的について
　ヴィゴツキーは、モンテッソーリのみな
らず学校での書き方の教授・学習について、
複雑な文化的活動としてではなく、ただ単
に手や指の習慣といった一定の運動的習熟
として、書き方が教えられていることを批
判している。書き方が子どもにとって意味
をもったり、書き方への自然な欲求や必要
性がよびおこされたり、子どもにとって生
活上の必要な課題の中に組み込まれなけれ
ばならないと主張している21）。
　このヴィゴツキーの指摘の通り、小学校
外国語教育においても、モンテッソーリの
言語教育においても、アルファベットが滑
らかに書けることや正確に書けることを目
的とするのではなく、何のために書くのか、
どのような状況で書くのか、誰に伝えるた
めに書くのか等、必要感や必然性が重要で
あることは明らかであり、課題でもある。
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で間違いやすいかを見極め、そしてその間
違いを子ども自身が気付き、自ら修正でき
るような手立ても含めて考えて臨みたい。
おわりに
　「書くこと」が子どもにとって負担では
なく、書く喜び、書ける喜び、書けるよう
になったという実感、書いたものが増えて
いく喜び、書いたものが相手に伝わる喜び、
相手に喜んでもらう喜び等、多くの喜びに
つながるような指導をしていきたい。それ
が次期学習指導要領の示す「実際のコミュ
ニケーションにおいて活用できる基礎的な
技能」や「自分の考えや気持ちなどを伝え
合うことができる基礎的な力」の育成につ
ながると考える。今後、ICT 教材を含む
教材開発と指導方法の確立が急がれるとと
もに、ますます教科書・教材や指導法に関
する議論が活発になることが予想される。
本研究においては、世界で広く実践されて
いるモンテッソーリの言語教育における教
具・教材及びそれを用いた指導方法が、学
童期の子どもたちの「書くこと」の指導に
も活かせることが分かった。
　一方で、モンテッソーリの言語教育に対
して、単に手や指の運動的習熟と書写的正
確さのみを求めて書き方が教えられている
との批判もある。それを踏まえて、子ども
の書き方への自然な欲求や必要性を呼び起
こし、文化的活動としての「書くこと」へ
繋がる指導について課題として追究した
い。今後、小学校外国語教育における「書
くこと」の指導の在り方を実証的な研究も
加えてさらに発展させ、日本の子どもたち
の英語コミュニケーション能力の向上に寄
与していきたい。
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